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	　開会あいさつ

　前回の議事録の確認をお願いいたします。

　訂正などございませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いします。

　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　先日の三和小学校の登校時の事故につきましては、たいへん痛ましく、予測できなかった事例でございます。

　現在の私の大きな仕事として、校長と教頭のヒアリングを行っております。

　内容につきましては、１年間の自分の仕事がどうであったかを、いろんな評価項目に沿って書かれています自己申告シートを見て感じたこと述べます。
　１つ目は、校長は最近、部下職員の育成しようという気持ちはあるが、なかなか時間が取りにくいと。もちろん授業を見て回ってその後の指導や問題行動があった後に話しをすることがありましょうが、資質を高めるような働きかけを、時間をかけてやっていくことが難しくなってきたと、多くの校長が言っていました。
　授業を見てもしくは事件事故があった後、校長がどのような対応をしていくかということは、それなりに教諭にとっては勉強になると思いますが、その辺の意思疎通が時間をかけてやりにくいという意味だろうと思っています。
　教頭はこれから校長になっていくわけですが、自分の長所短所をどれだけ意識しているかをずっと聞いてきました。

　オール３と評価した教頭に、自分のいちばん良い所と直さなくてはいけない所は何か、３という評価はおかしいと言いました。
　教頭になったばかりで３というのは発展性がないということになります。自分が優れている所は他の人と比べて普通のことで、自分が劣っている所は、他の人と比べてかなり努力をしないと３にはなれないぐらい、他の人の方が優れていると思って仕事をしてください。来年度は１や２をどれだけ３に近づけるかがんばってくださいと、話をしたところです。
　今年度で退職する校長の中にオール２と評価した校長がいましたので、自分がいちばん頑張った所は４ぐらいの評価をしてもらいたかったと言いました。

　もう１つは、人事異動についてのヒアリングも同時に行っています。

　以前は、指導力があまり無い先生、もしくは教員として適格でない先生について、表立って言わない傾向がありました。なんとか自分たちの職員の仲間内で問題を起こさないように、もしくは学級崩壊が起きないように支えていこうというところがあったからだと思います。
　昨年あたりから、この先生は指導力がないので、他の学校に勤務することを薦めますと、はっきり言う校長が多くなりました。

　中には本人から規模の小さい学校の方へ勤務したいという先生も増えております。
　学校現場に弱い所を支える余力が少なくなってきたのではないかと思っております。

　確かに今の学校は問題が多いですから、弱いところに吹き出ているわけで、そういう先生を見ておくことは必要ですが、排除の論理になるとまずいことになると思っています。

　よい解決策はありませんが、自分に自信を持ってどこの学校でも勤務しますという先生がもう少し増えて欲しいと思います。

　以上です。

　はい、ありがとうございました。

　只今の教育長からの報告事項について、ご意見・ご質問はございませんか。

（「はい。」という声あり）

　それでは議事に入ります。

　議案第１号日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について、教育総務課お願いします。
　議案集の１ページをお願いします。

　議案第１号日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正についてでございます。
　本案は、静修小学校、夜明小学校が来年度に統合し、また、赤石小学校曽家分校が本年度末で閉校します。現在、公文書等で使用しております記号を、静修小学校と夜明小学校の統合後の校名が大明小学校になりますことから日大明小とし、赤石小学校曽家分校の日赤曽小を削除するものでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。

　只今の議案第１号日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
　よろしいでしょうか。
（「はい。」という声あり）
　それでは、議案第１号日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正については原案のとおり議決いたします。
　議案第２号日田市立小中学校管理規則の一部改正について、教育総務課お願いします。
　議案第２号日田市立小中学校管理規則の一部改正についてでございます。
　平成22年４月より小規模校の学校事務につきましては、学校支援センターという組織を作りまして、それぞれの小規模校の事務を統括的に行っているところですが、１号議案と同様に静修小学校と夜明小学校の統合に伴いまして、新設される大明小学校につきましては、従前と同じく日田市北地区学校支援センターで事務処理を行っていくという改定でございます。
　以上でございます。
　只今の議案第２号日田市立小中学校管理規則の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
　よろしいでしょうか。

（「はい。」という声あり）

　会議の前に勉強をしておりますので、皆さん納得が早いと思います。
　議案第２号日田市立小中学校管理規則の一部改正については、原案のとおり議決いたします。
　議案第３号日田市立学校通学区域設定規則の一部改正について、教育総務課お願いします。
　同じく統合に伴います、通学区域設定規則の一部改正についてでございます。
　静修小学校、夜明小学校の通学区域を併せまして、大明小学校の通学区域といたします。

　赤石自治会の曽家地区につきましては、赤石小学校の通学区域とするものでございます。

　以上でございます。

　只今の議案第３号日田市立学校通学区域設定規則の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
　よろしいでしょうか。

（「はい。」という声あり）

　議案第３号日田市立学校通学区域設定規則の一部改正については、原案のとおり議決いたします。
　議案第４号日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則の一部改正について、教育総務課お願いします。
　同じく、静修小学校、夜明小学校の統合いたしますことから、スクールバスの運行範囲を改正するもので、統合後の学校を夜明小学校の位置にすることから、静修小学校の通学区域につきましてはすべて運行対象といたしております。また、夜明小学校につきましては、学校の位置については変更がございませんので、現行のままとしております。
　また、赤石小学校のスクールバスの運行範囲につきましては、赤石小学校曽家分校の通学区域の曽家地区を新に加えるものでございます。
　以上でございます。

　議案第４号日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
（「はい。」という声あり）

　議案第４号日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則の一部改正については、原案のとおり議決いたします。
　議案第５号日田市立小中学校文書取扱規程の一部改正について、教育総務課お願いします。
　文書取扱規程の一部改正でございます。
　今般、常用漢字表が改正されましたことから、内閣告示番号並びに公布年が改正されましたので、それに準じて改正を行うものでございます。
　以上でございます。
　議案第５号日田市立小中学校文書取扱規程の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
（「はい。」という声あり）

　議案第５号日田市立小中学校文書取扱規程の一部改正については、原案のとおり議決いたします。
　議案６号から議案11号まで、各施設の設置及び管理に関する条例の一部改正については、内容が同じでございますので、一括提案させていただきます。
　はい、お願いします。
　生涯学習課お願いします。

　議案集の９ページをお願いいたします。

　議案第６号日田市農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正から議案第11号までありますが、これらにつきましては、現在公民館運営協議会が指定管理者となって運営を行っておりますが、４月から一般財団法人日田市公民館運営事業団を指定管理者に予定しており、その指定期間を変更するものでございます。

　平成20年６月に公の施設の指定管理更新等の方針が出され、指定管理期間については、施設の維持管理が主たる業務は３年以内、業務内容と一定の専門性が認められ、人材の育成確保等に日時を要するものは５年以内を基本とするという内容でございます。
　従いまして、23年度から公民館運営事業団に指定管理をお願いするもので、その期間を３年から５年に改正するものでございます。
　議案第６号の日田市農村環境改善センターについては、朝日と西有田でございます。
　議案第７号の林業センターは高瀬公民館で、議案第８号の日田市中津江ホールは中津江公民館の付帯施設でございます。
　議案第９号の日田市大山文化センター、議案第10号の天領奥日田やすらぎの郷、議案第11号の日田市若衆宿は大山公民館に付随するものでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　議案第６号から11号の各施設の指定管理期間の３年を５年に改正するものでございます。
　議案第６号日田市農村環境改善センターについてはいかがでしょうか。

　（「はい。」という声あり）

　議案第６号については原案のとおり議決いたします。
　議案第７号林業センターについてはいかがでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第７号については原案のとおり議決いたします。

　議案第８号日田市中津江ホールについてはいかがでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第８号については原案のとおり議決いたします。

　議案第９号日田市大山文化センターについてはいかがでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第９号については原案のとおり議決いたします。

　議案第10号天領奥日田やすらぎの郷についてはいかがでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第10号については原案のとおり議決いたします。

　議案第11号日田市若衆宿についてはいかがでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第11号については原案のとおり議決いたします。

　次お願いします。
　　議案第12号から議案第21号まで、使用料の減免の団体名の改正でございますので、一括提案させていただきます。

　生涯学習課お願いします。

　議案集15ページの議案第12号日田市立小中学校の施設の開放に関する規則の一部改正から、33ページの議案第21号日田市立淡窓図書館の組織及び管理に関する規則の一部改正についてでございます。

　先程の一般財団法人日田市公民館運営事業団設立に伴いまして、日田市公民館運営協議会連合会が解散し、日田市公民館運営委員会連絡会が設立されます。

　そこで、日田市教育委員会が所管しております各施設の利用における減免対象となる社会教育団体等を「日田市公民館運営協議会連合会」を「日田市公民館運営委員会連絡会」に改め、「一般財団法人日田市公民館運営事業団」を追加するものでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第12号から21号について、内容的には「日田市公民館運営協議会連合会」を「日田市公民館運営委員会連絡会」に改め、「一般財団法人日田市公民館運営事業団」を追加するものです。
　議案第12号日田市立小中学校の施設の開放に関する規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第12号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第13号日田市生涯学習交流センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第13号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第14号日田市農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第14号については、原案のとおり議決いたします。
議案第15号林業センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第15号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第16号日田市中津江ホールの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第16号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第17号日田市大山文化センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第17号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第18号日田市若衆宿の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第18号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第19号日田市スポーツ施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第19号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第20号日田市Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理に関する条例施行規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第20号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第21号日田市立淡窓図書館の組織及び管理に関する規則の一部改正についてはよろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第21号については、原案のとおり議決いたします。
　議案第22号から28号まで、各施設の指定管理者の指定についての内容でございますので、一括して提案いたします。
　生涯学習課お願いします。
　35ページ議案第22号から42ページの議案第28号までについてでございます。
　日田市公民館、日田市農村環境改善センター、林業センター、日田市中津江ホール、日田市大山文化センター、天領奥日田やすらぎの郷の工芸館、日田市若衆宿のそれぞれの施設の管理を行わせる指定管理者を20地区の公民館運営協議会から一般財団法人日田市公民館運営事業団に指定したいので、地方自治法第244条の２第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。

　只今の議案第22号は、日田市公民館の指定管理者は20地区の公民館運営協議会でしたが、４月より一般財団法人日田市公民館運営事業団を指定管理者へ指定するという内容でございます。
　よろしいでしょうか。
　（「異議なし。」という声あり）

　議案第22号日田市公民館の指定管理者の指定については原案のとおり議決いたします。
　議案第23号日田市農村環境改善センターの指定管理者の指定について、よろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第23号日田市農村環境改善センターの指定管理者の指定については原案のとおり議決いたします。

　議案第24号林業センターの指定管理者の指定について、よろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第24号　林業センターの指定管理者の指定については原案のとおり議決いたします。
　議案第25号日田市中津江ホールの指定管理者の指定について、よろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第25号日田市中津江ホールの指定管理者の指定については原案のとおり議決いたします。
　議案第26号日田市大山文化センターの指定管理者の指定について、よろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第26号日田市大山文化センターの指定管理者の指定については原案のとおり議決いたします。
　議案第27号天領奥日田やすらぎの郷（工芸館）の指定管理者の指定について、よろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第27号天領奥日田やすらぎの郷（工芸館）の指定管理者の指定については原案のとおり議決いたします。
　議案第28号日田市若衆宿の指定管理者の指定について、よろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　議案第28号日田市若衆宿の指定管理者の指定については原案のとおり議決いたします。

　議案第22号から議案第28号までは日田市議会へ上程いたします。
　次お願いします。
　議案第29号財産の取得について、文化財保護課お願いします。
　43ページの財産の取得についてでございます。
　小迫辻原遺跡の保存整備用地として取得するものでございます。
　前回の委員会でも一部説明をいたしましたが、本年度の追加の部分でございます。
　取得する財産の内容につきましては土地２筆でございます。

　１筆目は日田市大字小迫字辻原1193番地１、地目は畑、面積は1,104㎡、契約金額3,974,400円となっております。
　２筆目は日田市大字小迫字辻原1193番地２、地目は畑、面積は1,154㎡、契約金額は4,154,400円となっております。
　次のページに字図を載せさせていただいておりますが、今回の対象物件は緑色の部分でございまして、前回説明させていただきましたのが、1194番地と1191番地でございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第29号財産の取得について、ご意見はございませんか。
　単価は12月の時と同じですか。

　はい、同じでございます。
　よろしいでしょうか。
　（「はい。」という声あり）

　それでは、議案第29号財産の取得については原案のとおり議決いたします。
　次に協議事項をお願いいたします。
　学校配分予算と教材等の公費負担について、教育総務課お願いします。
　別冊になっております、学校配分予算と教材等の公費負担についてでございます。
　１ページをお願いいたします。

　これまで、小中学校における学校運営に係ります教育費の内、保護者の皆さんから負担をしていただきました経費であります、消耗品や教材購入費については、本来的に公費負担すべきものについては、公費負担をし、保護者負担の軽減を図ろうとするもので、本年度その内容の見直しを行いました。
　来年度予算において、その公費負担分について計上させていただくにあたりまして、教育委員さんのご決定をいただいた上で、予算措置を提案させていただくというふうに考えております。

　具体的に申しますと、学級費等で負担いただいていた消耗品等を学校配分予算に措置をいたします。また、副教材、テスト、ドリル等につきましても、全額公費負担でしていくという考えで予算措置をさせていただきます。
　なお、平成23年度から25年度の３年間をかけまして、本来的に公費負担すべきもので保護者負担の軽減になっているか経費等の内容を十分検証を行いながら、今後も公費負担を行うことにしております。
　以上のような方針で３月議会に予算措置をさせていただいてよいかご協議をお願いします。

　はい、ありがとうございます。

　只今の学校配分予算と教材等の公費負担について、いかがでしょうか。
　これは今からこうしたいというわけで、内容は議会に通さなければいけないのですか。
　予算案となりますから、議会の議決がいります。

　総額１億９千万になるようですが、こういうことをしている市はあまりないと聞いていますがどうですか。
　１億９千万の中の５千万ぐらいが負担分となります。
　総額で１億９千万となりますが、今回増額部分につきましては、平成22年度の茶色と紫の部分となっております。
　学校運営に係る部分の公費負担となりますので、保護者が負担すべき部分、例えば、学級でのお楽しみ会や教材でも個人所有になります裁縫道具等は従来通り保護者に負担していただき、学校運営において、義務教育を行う上で市が負担するべきものを予算措置して公費負担をしていこうという考え方でございます。
　河津委員がおっしゃったように、金額は別として市費から負担が増えるということなので十分検討をしていただきたい。
　公費で一旦負担してしまったら、後で保護者から徴収することができなくなるので、検証を含めていろんなケースが想定されますので、過去の検証と今後の使い方の検証を十分やっていただかなければ有効なものとはならないと思います。
　今、おっしゃられたように、単なる実績だけで、出てきたものをどんどん垂れ流し的に公費を負担していくことは避けなければならないものですから、中身については十分検証していきたいと考えております。
　学校教育費を公費で負担していただくことは、保護者にとってはたいへんありがたいことだと思います。
　ただし、市全体でみると国民健康保険料が高いとか聞いております。ですから、これはたいへん良いことだと思いますので、皆さんで市全体の予算の中で有効に使われるよう、十分協議を行っていただきたいと思います。
　これに先立ちまして、大分市、別府市、中津市、佐伯市、豊後大野市の負担状況等の調査しております。
　大分市は小学校児童一人当たり8,048円、中学校生徒一人当たり9,646円となっております。

　また豊後大野市では、小学校が21,760円、中学校が35,532円予算措置されております。
　各市の財政状況や考え方によりまして、予算付けにつきましても特色ある取り組みがなされております。

　日田市におきましては、先程ご説明いたしましたが、学校運営に係る部分の消耗品等の増額という取り組み、新たに教材等の公費負担という取り組みで保護者負担の軽減を考えております。
　以上でございます。

　今言われた数字で、豊後大野市の金額が高いと思いましたが、購入する教材等が多いということですか。
　豊後大野市につきましては、トータル的に児童一人当たり、生徒一人当たりということで報告させていただきましたが、実際にどのような形で、どういったことに使われているかという詳細なことにつきましては把握しておりません。
　金額の差が学力の差につながっていくのであれば、金額に対しての吟味の必要があるとは思います。

　学校現場や教員の裁量に任されているのか、保護者なり子どもたちが意思を確認することができるのですか。
　学校教育に係る経費につきましては、全国的な例ではございますが、各自治体の財政力の違いということで、このような形で差が出てきていることだと思います。

　今回、日田市が考えていますのは、保護者負担軽減事業という例でございますが、実際にテスト、ドリル、準教科書、副読本等を含めての一人あたりの調査に基づいた予算計上をしております。

　その執行に当たりましては、学年ごとの予算付けにつきまして、お手元の資料の４ページに掲載させていただいております。

　小学校1年生であれば6,500円ということで予算を計上しております。これを小学校1年生は6,500円で基本的には賄っていただきますが、1年生から６年生までを含めた各々の決定単価を児童数に応じて予算を配分し、その中で準教科書からテスト・ドリル類まで、学校の中で配分していただくと。１年生を6,500円のところを6,000円にしてその分を他の学年で使うという運用は認めても良いとは思いますが、１年生の額の全額を６年生に回して、１年生の保護者にテスト・ドリル代を求める運用は今回想定しておりませんし、そのような運用をすべきではないと、学校現場に説明をしながら、予算執行の計画書、決算書であるとか、年度途中の執行状況とか十分に把握しながら、学校に差異が出ないようにいたしたいと考えております。

学校教育に関しまして、義務教育費を無料にするということは理想的な姿であり、自分が子どものときと全然違うと思っていますが、これをすれば、先進的な取り組みとして全国的に日田の名が知れ渡たり、このことが全国的に広がるのではないかと思います。

　日田市の予算がだいたい300億と思いますが、その中で財政的に厳しくないのですか。一度始めたら元に戻れないと思いますが。

　教育予算は日田市の予算の１割ほどです。

　日田市全体の財政状況からいたしますと、人件費とか必ず必要となる経費が９割を超える状況にあるわけでございますが、その中でも、いろんな事業の見直しをずっと続けておりますし、一般財源として利用できるものが厳しいものがありますが、交付税とかそういうものの裏打ちを期待しながら、事業展開をしていくと。

　子どもの教育環境をより改善していくという将来的な指向の中で、今日田市として力を入れさせていただいている分野でございます。

　今回、こういう形でご協議をお願いしておりますのも、先ほど担当係長が申しました県下各市の公費負担状況もあわせて、日田市が特に突出している状況ではないと考えております。

　今後継続してどれくらいの規模の公費負担をしていくのが、より効果的なのかということについては、３年間できちっと見ていきましょうということでございますので、委員さんがご心配している財政状況とそのお金の使い道については、これはひとつの日田市の方向性として財政状況が厳しくとも、この部分には力を入れていきますよというものがあると認めていただけたらありがたいことと思っております。

　委員長がおっしゃいました、国民健康保険の問題、非常に財政状況が厳しいものがございますが、これは医療保険制度を前提としながら運営していき、国民健康保険加入者だけに一般財源を投入していくのはいかがでしょうかということで、社会保険に加入している方がいる中で、そういう面での一般財源の取り扱いが難しいこところがありますが、教育環境では先ほど申しました姿勢として、一般財源や交付税をどのように使うかはいろいろな方法があると考えております。
以上でございます。
　ありがとうございます。

　皆さんの意見を聞きながら進めていただきたいと思います。

　報告事項をお願いします。

　寄附採納報告、平成22年12月期採納分お願いします。

　議案集の45ページをお願いします。

　報告する前にたいへん申し訳ありませんが訂正をお願いいたします。

　５番目の学校名が大山小学校でなく、大山中学校でございました。

訂正をお願いいたします。

　それでは、報告を申し上げます。

　12月の寄附につきましては、地区寄附５名７件でございます。

　一般寄附として三和小学校図書購入費へ５万円、一般寄附として北部中学校図書購入費へ５万円、一般寄附として若宮小学校図書購入費へ８万５千円、一般寄附として若宮小学校へ加湿器１台１万５千円相当、一般寄附として大山中学校へ暖房機器１台13万円相当、一般寄附として有田小学校へ朝日写真ニュース専用掲示板及び朝日写真ニュース一年分９万円相当、最後に一般寄附として朝日小学校へ校旗一式428,400円相当、現金185,000円、物品相当額663,400円、合計848,400円の寄附をいただきました。
　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。

　只今の寄附採納報告についてご質問はございませんか。

　１番目と２番目の方はこの地区の方ですか。

　清水町にお住まいですので、三和小学校と北部中学校の校区の方です。

　多くの方から寄附をいただきありがたいことです。

　有効に使っていただきたいと思います。

　小・中学校施設の耐震化状況について、教育総務課お願いします。

　別冊の報告事項の１ページをお願いします。

　小・中学校施設の耐震化状況についてでございます。

　昨年の12月末にすべての学校の耐震診断が終了いたしましたので結果を報告いたします。

　資料にありますように昭和57年度以降に建てられた建物につきましては、新しい耐震基準によって建てられておりますので、これについては耐震診断をする必要はございません。

　Ｃの対象となります昭和56年以前に建てられた建物について、校舎と体育館を含めて52棟ございます。

　その52棟、すべて耐震診断を行った結果が右側でございますが、耐震化が必要となる棟数として、小学校で24棟、中学校で９棟、合計で33棟が耐震補強、耐震化の改修が必要であるという判定結果がでております。

　次の２ページ以降に具体的に学校ごとに記載しております。

　そこにありますように、Ｉｓ値という耐震診断の指標がございますが、0.7を超えておれば耐震性があると判定されております。

　また、0.3未満については、大きい地震、震度６強の地震が来た時に倒壊の危険性が非常に高いという判定でございます。

　先ほど申しました33棟の小中学校の校舎、体育館の耐震化が要する建物につきましては、ここに書かれております0.6未満の建物の数が全部で33棟あるということでございます。

　ですから、そこにありますように現在改修に入っております咸宜小学校とか、右側の本年度いっぱいで閉校いたします、静修小学校とか、今現在校舎と体育館を補強いたしております夜明小学校など、33棟の中に含めたところで出させていただいております。

　今後、耐震性の低い建物につきましては、0.3未満の建物について最優先で補強工事や改築工事を行っていく予定にしております。

　また、校舎等の老朽化等も含みまして、施設の整備計画をきちんと立てまして、順次、優先度の高いものから改修を行う予定にいたしておりまして、これにつきましても来年度の予算措置を行うことといたしております。

　この数値につきましては、市のホームページで公表させていただいております。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。

　只今の小・中学校施設の耐震化状況について、ご質問はございませんか。
　日田市の耐震化率は他と比べてどうですか。

　ほぼ県の平均と同じでございます。

　他にありませんか。

　危険なところから順次改修等をお願いいたします。

　次お願いします。

　小学校遊具点検結果について、教育総務課お願いします。

　資料の７ページをご覧ください。

　小学校の遊具につきましては、これまで３年サイクルで点検、修繕等を行ってまいりました。

　昨年の遊具の事故がありましたことから、全遊具につきまして12月中に危険性の診断を行いました。

　その結果ですが、使用しない方がよいという判定がＣとＤ判定でございます。そこにありますようにＣ判定が61基、Ｄ判定が36基という、かなり多くの遊具において危険性があるという判定がでました。

　早速、これらの遊具につきましては、使用禁止の措置を取っております。

　学校によりましては、ほとんどの遊具が使用禁止という状況で、12月から１月いっぱいまで、全く使えない状況が続いておりますことから、改修工事を２月11日以降から始めまして、今年度中までにＤ判定のものからすべて改修したいと考えております。

　Ｃ判定の分につきましても、今言いました学校の中で、ほとんどの遊具が使用禁止措置となっている学校については、先に改修をしていく形で今年度中に終わらせたいと考えております。

　来年度の４月から６月にかけまして、残りのＣ判定の分をすべて改修してまいりたいと考えております。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。

　只今の小学校遊具点検結果について、ご質問はございませんか。
　結構、危険なもので遊んでいたことになりますね。

　何年おきに点検するのですか。

　これまでは３年ごとに点検に入っていましたが、こういった状況でございますので、遊具につきましては、来年度以降、毎年全部点検を行っていくように考えております。

　学校にある施設なので教育委員会が管理しなければいけないのですが、学校にお願いして育友会の保護者に塗り替えとか、保護者の中でそういったことに詳しい方に点検や修繕してもらうというのは構わないですか。

　これまでにも、ペンキが剥げているところを塗り替えとかしていただいており、今後もしていただけるのであれば、こちらもたいへん助かりますし、やっていただいても構わないと思いますが、腐食であるとか、遊具そのものの傷み具合であるとかは、専門家でないとわからない部分がありますので、そこで育友会判断でこれは大丈夫という判断は危険だと思われます。

　修理という点では育友会では難しいということですね。

　色を塗り替えるところまでですかね。

　

　色を塗り替えることは助かります。

　他にありませんか。

　次お願いします。

　小中学校卒業式の臨場（案）について、学校教育課お願いします。

　８ページ、９ページ小中学校卒業式の臨場（案）でございます。

　小学校はすべて３月23日の水曜日、中学校は浮羽中学校を除き、すべて３月４日の金曜日となっております。

　開式の時間は馬原小学校、東渓中学校、前津江中学校のみが９時30分となっており、その他はすべて10時となっております。

　臨場者につきましては、記載しておりますとおりでお願いいたします。

　臨場いただく皆さんには、後日改めて、依頼文を式辞をお渡しいたします。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。

　自分の担当する学校の確認をお願します。
　よろしいですか。
　

　個人的に申し訳ございませんが、水曜と金曜は出られません。

　誰か代わりの方を捜してください。

　すいません、調整をさせていただきます。
　他の方はよろしいですか。

　よろしくお願いします。

　次お願いします。

　小野埋没林天然記念物指定について、文化財保護課お願いします。

　10ページから13ページにかけまして資料を付けさせていただいておりますが、小野埋没林の天然記念物指定にあたりまして、内容の説明をいたします。

　指定等の対象の名称ですが、小野川の阿蘇４火砕流堆積物及び埋没林という名称でございます。

　所在地につきましては、大字小野字宮ノ前の小野川の河川敷でございます。

　対象指定面積につきましては、4,091.61㎡、所有関係の概要につきましては、国有地国土交通省の所管で、河川管理者としては大分県が管理いたしております。
　対象物件の現況や概要につきましては、小野川の下流の鈴連町の下小竹付近の河床で発見されました約９万年前の阿蘇４火山噴火によります火砕流堆積物を含む地層とその影響を受け埋没した樹木群でごさいます。

　このような例につきましては、佐賀の吉野ケ里遺跡の近くにある八藤遺跡という所でも発見されております。

　小野川で発見されました樹木につきましては、トウヒ属やヒノキや杉を主体する構成となっております。

　種類的には11種類の樹木が確認されておりまして、特徴といたしまして、山間部での阿蘇４火砕流の痕跡、当時の古環境、破壊後の環境の回復過程など、地質学的に価値が高く我が国の自然を代表するものであるということで、本指定につきましては、樹木等の保存状態が良い区域を指定区域として申請したいと考えております。

　11ページには調査・保存の経緯ですが、大分県が県道の改良工事に伴い、平成18年度から平成22年度まで調査を行った経過等をそこに書いております。

　今後の保護等につきましては、今の環境を壊さないように、河川管理者の大分県と管理団体となります日田市とで連携しながら保存に努めていくことにしております。

　また、上流には国の指定無形文化財でもあります小鹿田焼がありますし、文化的景観「小鹿田の里」もございますので、こうした所を訪れる観光客の回遊等の視野に入れながら、計画を詰めていきたいと考えております。

　12ページには上空から見た指定区域の写真と平面図を載せております。場所的には小野公民館のすぐ上流になります小野川の河川の中にあります赤の部分を指定区域に考えております。

　13ページは発掘調査時の写真とパトリアで展示させていただきました写真を載せております。

　以上のような内容でございまして、文部科学大臣宛に申請することになりますが、うまく進めば４月には内定はいただき、７月ぐらいには告示がなされ、最終的な指定の決定となります。

　その決定が下りれば、夏休み期間中ぐらいにはパトリアで他の近隣の資料をお借りしながら、公開展示を行いたいと考えております。

　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。

　只今の小野埋没林天然記念物指定について、ご質問はございませんか。

　パトリアで展示していた物は今どこにあるのですか。

　

　今は、私どもの埋蔵文化財センター保管しております。

　埋没しているところは川の中で全然わかりませんよね。

　以前、調査する前は川の中で少しは見える状態があったみたいですが、今回調査をいたしまして、ある程度保存状態が良いものについては、取り上げて腐らないように一次処理だけいたしまして、一時的に荻野の方で保管をしておるところでございます。

　大分県の文化課が調査を行いましたので、現在の所有は大分県となっておりますが、指定を受けた後については、当面は借用という形でお願いしたいと考えております。

　今現場に行っても川の上からは見えません。

　私たちは写真のように調査中の時に見たことはありますが、川の中にもありましたよね。今は掘り上げましたよね。

　はい、そうでございます。

　現在は上から見ても物は見えない状況でございます。

　川の中にあるもの、結構観光面で言えば良いと思いますが。

　次その他にいきます。

　
　小中学校の教育環境整備の現在の状況につきましてご報告させていただきます。

　大明地区につきましては、来年度に統合をいたします静修小学校が２月27日に閉校式を行い、夜明小学校が３月13日に閉校式を行います。

　その閉校式に向けて各地区並びに教育委員会でご案内をさせていただいている状況でございます。

　静修小学校につきましては、既に郵送でご案内をさせていただいておりますが、順次、夜明小学校につきましてもご案内をさせていただきます。

　校名、校章、校歌等につきましても開校前の準備を行っているところでございます。

　前津江地区ですが、既に閉校しております柚木小学校以外の部分につきましては、本年度末に統合いたします曽家分校、こちらについても３月５日に閉校式を予定しておりまして、閉校に向けた準備を地元と一緒に行っております。

　大野小、赤石小、出野小の統合につきましては、大野小学校の位置で、平成24年４月から統合するという案を提案させていただいておりまして、大野、出野地区におきましては既に決定をいただいております。赤石地区におきましてもほぼ合意をいただいておりますが、最終確認という形で本日夜出向きまして、合意をいただければ、近い内に確認書の調印をいただける状態になっております。

　中津江・上津江地区ですが、平成24年４月に上津江小学校の位置で一旦統合いたしまして、その間に津江中学校の位置に小学校棟を建設いたしまして、平成26年４月から施設一体型の小中一貫校を開校するということで、この提案について上津江地区はほぼ合意をいただいております。中津江地区におきましても保護者や地区の役員さん達からほぼ合意をいただいておりますが、再度各自治会に入って説明をしてもらいたいということで、昨日、野田自治会に出向きまして野田自治会の皆さんも合意するということで、これから川辺、丸蔵、鯛生の各自治会から合意をいただければ、確認書に調印いただける状態になっております。

　大山地区ですが、大山小、鎌手小、都築小の統合ですが、大山小の体育館につきましては、11月末に耐震診断の判定結果がでまして、耐震強度がたいへん低い状況にありまして、このまま体育館を使うことが難しい状況となりまして、鎌手小の位置で一旦統合いたしまして、その間にＢ＆Ｇ海洋センターの位置に施設一体型の小中一貫校を開校するという案を地区に提案をしております。

　それぞれの地区でまだ協議中でございまして、合意はいただいていないという状況で、できれば本年度内には方針決定までにはいきたいと考えておりますが、まだ協議は残っております。

　天瀬東渓地区ですが、馬原小、丸山小、桜竹小、台小の統合ですが、馬原小の位置で統合という提案をかなり早くからしておりますが、馬原、丸山、桜竹地区につきましては概ね合意をいただいておりますが、台地区におきましては、まだ慎重に協議をしたいという意向があります。年末にも協議をさせていただいたのですが、まだ協議が必要かなと思っております。ここも年度内には方針を出していきたいと考えております。

　最後に天瀬五馬地区ですが、五馬市小、塚田小、出口小の統合ですが、平成24年４月に五馬市小学校の位置で統合という提案をいたしておりますが、五馬市、塚田地区についてはほぼ合意をいただいております。

　出口地区については、統合場所についてまだ合意を得ておりませんので、明日、３地区合同の役員さんの会議の場を設けていただきましたので、そちらに出向きまして、再度協議を行いまして、年度内に方針を固めていきたいと考えております。

　統合については以上でございますが、併せて、現在建設中の咸宜小と南部中の校舎、東有田中の体育館につきましては、ほぼ完了検査も終了する状況となっておりますので、ほぼ出来上がった状況でございます。

　咸宜小については、すべての校舎と体育館が出来てから落成式を考えております。

　南部中につきましては、校舎１棟の建設でございましたので特に落成式は考えておりません。

東有田中の体育館につきましては、前回の校舎建設のときに落成式をしなかったことと、地元の方からの要望もありましたことから、３月19日の土曜日に落成式を考えており、追ってご案内をさせていただきたいと思っております。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。

　３月にはいろいろと閉校式とかあるようですので、もう一度日程をお願いします。

　静修小学校の閉校式が２月27日の日曜日、曽家分校の閉校式が３月５日の土曜日、夜明小学校の閉校式が３月13日の日曜日、東有田中学校体育館の落成式が３月19日の土曜日となっております。

　基本的には全部出席しなければいけませんね。

　すべてご案内はさせていただきます。

　これにつきまして、何かご質問はございませんか。

　事務局は大変でしょうがよろしくお願いします。

　その他で何かございませんか。

　学校教育課にお願いですが、今後急速なＩＴ化で、電子黒板や電子書籍とか話が出てきていますし、パソコンの利用も増えてくると思いますが、教科書の良さとか、板書の良さがあると思います。

　学校訪問の時に電子黒板を使った授業がありましたが、個人的には電子黒板は良いものとは思いませんでした。

　使い勝手もあるでしょうが、来月佐賀県庁で電子書籍の説明会があるという話を聞いております。

　この辺の検証を十分していただき、子どもたち対する影響とか、費用対効果という面からも、早めの調査や検討をしていただきたい。

　私も賛成です。
　

　その点につきましては、あくまでも学力向上の手段として捉えております。

　その中の一部を導入させていただいて、今後各学校においてそのことについての研究も努めてまいるところでございます。

　以上でございます。

　今のことですが、学校の先生自身が望んでいることですか、それとも、上の方から来ているのですか。

　どちらからもあるというお答えが正しいかと思います。

　教員は教員でどの場面で使えるかということを考えております。

　実物投影機と同様に拡大するだけのものであれば、他のものでも良いという考えもありますので、ここから先の部分で授業にどう活用できるか、また、学校の教育活動の中でどう活用できるかということを含めて考えていきたいと思っています。

　授業参観にいっても、黒板に書いてやる方が非常にわかりやすいと思います。

　この前の電子黒板は費用対効果的なものは感じなかった。

　河津委員がおっしゃった点でございますが、チョークと黒板を私どもは大事にしていきたいと考えております。

　先進地の視察研修に行ってまいりましたが、その辺を踏まえまして、昔からやっている日田市の先生方の手法を大事にして、板書とノートの一体化を1時間完結型ということで、徹底して取り組んでまいります。
　先生方のそういう意見を是非、上の方へ伝えていただきたいと思います。

　他にありませんか。

　日程の関係でございます。

　来月の定例教育委員会会議の日程つきましては、２月23日水曜日午後３時を予定しております。

　２月の定例教育委員会会議は23日水曜日です。

午後３時からですか。

　勉強会がある場合は１時30分にご案内させていただきます。

　それでは、以上で会議を終了いたします。

　皆さんお疲れ様でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時刻　午後３時２５分　
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